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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

　格子ＱＣＤ理論に基づき，π中間子とＫ中間子の散乱長を導出する為，主にＳＲ１１０００を利用した数値計算実験を行った。我々はこれまでに陽子とΛ粒子の系における散乱長を導出する計算コードを開発していたが，計算に膨大な時間を要し，実験データと比較し得る程度の結果は得られていなかった。今回この計算コードを拡張しπＫ散乱への適用を行い，さらにコードの最適化に成功し，計算結果の大幅な改善がみられた。πＫ散乱では，これまでにI(アイソスピン)=3/2 の系の結果がいくつかのグループにより報告されていたが，我々は他のグループに先駆けI=1/2の系の結果を得ることができた。ここでは，関与するダイアグラムからその寄与の重みを評価し，最終的に残った３種類の散乱に関するダイアグラムの評価を行った。これにより，I=3/2と1/2の両方の系を同時に数値実験することが可能となった。得られた結果から，アイソスピンの違いにより明らかに異なる時間発展性が見出された。今後，格子サイズ依存性やクォーク質量依存性などの検討を行う計画である。
（英文）

　We carried out the numerical simulation using SR11000 in KEK for the evaluation of the scattering length of πK system both in I = 3/2 and 1/2 based on the Lattice QCD. The code used in the present simulation was developed from our old one for Λp scattering. We succeeded in tuning the code, and obtained the results which could be compared with the empirical experimental data. Although many different diagrams contribute to the amplitudes, only three kinds of diagrams remain because many cancellations occur due to the iso-spin dependence of each term in the case of equal mass for up and down quarks in theπK scattering. Both of diagrams  for I = 3/2 and 1/2 systems have been able to be simulated using hopping parameter Kq = 0.156, 0.158 and 0.160 in the lattice size 123×24. As the results, we found different dependences of energy shifts on hopping parameters in Lusher’s formula. We plan to study the dependences of Lattice size, and also carry out using larger hopping parameters.
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【実施報告の詳細】

　平成18年8月までのテスト運用期間において、ＳＲ１１０００における計算速度向上の為の最適化に取り組んだ結果、最大実行能力の約３０％程度の計算を実行することが可能となり、9月より最適化されたコードにより数値計算を行った。中村、室谷等によりこれまでに開発されていた、拡張の容易なLattice QCD計算用のパッケージである LTKf90 をベースに開発を行った。
　今回のπK散乱の場合、Lattice size が123×24, 163×32 であるゲージ配位を準備したが、最大8時間の計算時間の制約から、123×24 のゲージ配位のみを用いた。Hopping parameter Kq = 0.156, 0.158, 0.160を用い、20 個の配位によりシミュレーションを行った。このうちKq = 0.160 の場合、他のケースに比べ計算時間を要した為、異なるcolor毎に計算結果を書き出し、その後数値をまとめることとした。計算は研究を組織している3名のアカウントすべてを利用した。また、最適化のための試行計算などは主に永田のアカウントを利用した。実行に要した時間は、申請後許可された計算時間内で終了した。
　一方、試験的にBlue Gene によるプログラム開発も行った。SR11000で利用したソースコードを、Blue Geneにおける並列処理に対応したものにするべく最適化を試みた。本運用まではいたらなかったが、MPI並列計算による大規模計算のために必要となる様々な条件の検証を行った。
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